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様式第４号／枚方市ＮＰＯ活動応援基金 

事 業 計 画 書 

団  体  名 特定非営利活動法人陽だまりの会 

事 業 名 称 精神障害者に関する地域交流事業（交流会と講演会） 

事 業 実 施 期 間 
（準備期間を含む。ただし、４月１日～翌３月 31 日までの期間であること。） 

２０２４年４月１日 ～２０２５年３月３1日 

１．事業の目的 

長
期
的
な
視
点(

複
数
年
単
位)

で
記
入 

（１）取り組みたい課題（解決したい社会問題等の現状を記入すること） 

 精神障害者に対する社会的な理解を深め、障害者が差別なく暮らすことのできる

社会を目指す 

 

（２）動機・きっかけ（課題を解決・改善したいと考えた動機を記入すること） 

 世界的に突出している精神科病床の多さ、入院期間の長さ、その結果社会的な排

除を受けている精神障害者の多さ。 

 

（３）取り組みたい課題の原因（団体が考える社会問題等の原因を記入すること） 

 精神病者や精神障害の社会的理解が進んでいないこと。精神科病院の多さが容認

される社会的な構造が変わらないこと。 

 

（４）取り組みたい課題の解決・改善策（団体が考える改善策等を記入すること） 

 精神障害者と直に交流したり、精神障害や精神病への理解を深めたりすることに

より、少しでも社会的な偏見が軽減すると期待できる。 

 

事
業
実
施
期
間
の
視
点(

単
年
度)

で
記
入 

（５）申請事業の目的（今回申請を行う事業の目的を記入すること） 

 精神障害者が交流できる場所を設け、精神障害者が「怖い人」ではない等の理解を深

めてもらう。また正しい知識を得ることにより偏見の払拭を計る。 

 

（６）申請事業が枚方市民に与える効果とその確認方法 

 ＜枚方市民への効果＞ （誰に・どのような効果があるか具体的に記入すること） 

 市民の精神障害への偏見が少しでも軽減する。 

  

 

 ＜確認方法＞(参加者数を確認・参加者へアンケートやヒアリングを行う等具体的

に記入すること) 

 交流会（地域ふれあいまつり）については参加数を確認。 

 講演会については参加者数を確認して、アンケートを実施。 

 



 

２．事業内容等 

（１）事業の対象者（例：枚方市内に住む 10代から 20代の人 など具体的に） 

 枚方市に在住・在職・在学する市民。障害者の問題や社会問題に関心のある方。

年齢不問。  

（２）事業の実施場所（移動補助等の事業の場合は、発着場所等を記入すること） 

 交流会については陽だまりの敷地内及び施設内。 

 講演会については、ラポールひらかた等の貸会場。  

（３）事業内容 

11月に交流会（地域ふれあい祭り） 

市内の障害者事業所にも呼びかけて模擬店等を開催し、市民と利用者等の障害者

が自由に参加し交流できる場とする。 

秋以降に講演会またはシンポジウム（2回程度） 

精神障害者の現状を分かりやすく話せる研究者や支援者・当事者等を講師として

招き、講演の中で市民の理解を計る。  

３．実施スケジュール 

（ 事業の準備から終了までのスケジュールを記入すること）※添付も可 

4月に講演会の実行委員会を設置し、講演内容の詳細、講師・会場の選定 

実施１か月前までにチラシを作製 ⇒ 宣伝 ⇒ 実施。 

9月に交流会（地域ふれあいまつり）の実行委員会を設置。内容を検討。 

1か月前までにミニコミ誌・チラシを作成し配布。11月 3日に実施（予定）。 

 

 

４．事業実施の体制 

（１）人員体制（実施にあたり必要と想定する人員・配置人員の経験やスキル等を

記入すること） 

 陽だまりの職員と会員・利用者等のボランティアで実施する。 

 地域ふれあいまつりはこの間ほぼ毎年実施。 

 講演会は、5 年前には「べてるの家」の職員・利用者を招いて実施。昨年は、本

事業として「やどかりの里」の職員・ピアサポーターを招いて実施した。 

（２）事業対象者の見込み数（例：参加者●名など現時点の想定人数を記入するこ

と） 

 地域ふれあいまつり（交流会）は、140 人程度 

 講演会は、実施ごとに 50～100 人 

（３）その他の体制（寄附者や協力団体などの想定があれば記入すること） 

 交流会（地域ふれあいまつり）は、近隣の障害者支援事業所にも呼びかけ、模擬

店等の協力をいただいている。 

 交北校区コミュニティ協議会にも模擬店や地域周知の協力をお願いしている。  

５．自立的・継続的に

活動していくため

の工夫 

（賛同者や財源の確保策、市民・市民団体・企業・行政等との連携についても記入

すること） 

交流会（地域ふれあいまつり）については、継続的に地域のコミュニティ協議会

や各障害者支援団体との関係を継続し、ともに祭りを継続する関係を進める。 

講演会については、今後は各種助成金への申請等も検討する。 

 



６．申請事業に対しこ

れまでに取り組

んだ内容や新た

な取り組み 

地域ふれあいまつりについては 20年以上にわたって継続してきた。昨年初めて、

カラー印刷でのミニコミ配布をおこない周知に努めた。 

講演会は定例的に実施することも検討する。 

 

７．事業の PR方法 

（事業の実施について市民等へ周知する方法などを記入すること） 

地域ふれあいまつりについては、コミュニティ協議会の協力で地域に回覧板で回

覧してもらう他、直接職員・会員・利用者等がボランティアで配布。講演会につい

ては関係機関にチラシを配布するほか、マスコミ等にも情報提供をおこなう。 

８．申請事業に対する

他の助成金や 

委託料等の申請

予定 

助成金等の予定  有り（申請中を含む） ・ 無し（本補助金のみ） 

助成金等の名称（                           ） 

申請中の場合、申請結果が確定する予定日（ 令和  年   月 頃の見込み） 

９．そ  の  他 

※ＰＲすべき事業の

特徴、添付する参考

資料など 

 

 

 

 

 



 





 



 

【添付資料】 
 

１．前事業年度の事業報告書 

２．前事業年度の活動計算書（決算） 

３．前事業年度の貸借対照表 

４．前事業年度の財産目録 

５．定款 

 

 

 

 

 



 

















 





 





 














